
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこまち 学校の教育目標 

進んで学び合う子 

互いに思いやる子 

体をきたえる子 

小さな学校の大きな運動会 
                                                       校長 福 士 博 司 

 ５月２７日は本校の大運動会。児童は運動会に向けて学年・全校と練習を積み重ねてきました。 

 朝、莨小タイムが終わると聞こえてくるのが「運動会の歌」。各学級で赤組、白組に分かれての「合唱」

が校舎内に響き渡ります。今年度、校長室の上に２，３学年の教室がありますが、体の底から叫ぶような

運動会の歌がガンガンと聞こえてきます。こんなに声を張り上げて体が壊れないものかと気遣ってしまう

ほどの頑張りようです。叫んでいるのですが、きちんと歌になっていて、旋律をしっかりたどっています。

全力で物事に取り組む姿を校長室から思い浮かべ、いい天 

候で本番を迎えさせたいものだと思っています。 

 今年度も校舎３階の窓に運動会スローガンを掲げました。スローガン 

は「あきらめず 全力出そう 莨小っ子」。各行事での共通のめあてと 

して、子どもたちは１年間取り組んでいくことでしょう。 

生活していると何かとくじけてしまいがちになりますが、我々大人に 

とってもあきらめないで、全力出して生活していこうよ、と励まされる 

スローガンになっています。 

 児童数５０名の小さな学校です。しかし、係活動や出場種目などで活躍の

場がたくさんある運動会です。人数が少ない分、「活躍できた、がんばれた」

と思える機会をたくさん得られるのが本校のよさでもあります。運動会の歌

「ゴーゴーゴー」においても、出場する競技においても、また、係活動にお

いても莨小っ子はきっと全力で臨むことでしょう。子どもたちにはいろいろ

な場面で、たくさんの活躍の場を得てもらい、そして、これから生きる上で

の大きな自信につなげてもらいたいです。 

 今年度の運動会でも、一人一人がたくさん活動・活躍し、集団での存在感を得ることでしょう。それは

きっと財産となるはずです。私たちもご家族も地域の方々も子どもたちのいい表情で躍動する場面を随所

に見ることでしょう。 

 本校の運動会はまさに「小さな学校の大きな運動会」なのです。   （本稿は運動会前に記したものです） 

青森市立莨町小学校 学校だより 第２号 平成３０年５月２２日 

６月の行事予定   
日 月 火 水 木 金 土  

７月の 
主な行事  

2日 漢字計算チャレンジ 
6日 地域クリーン作戦  
9日 第２回参観日              

11日 引落日,大掃除 
17日 ６年修学旅行    

（～19日） 

20日 1学期終業式 
（～8月 23夏休み） 

22日 莨小バザー 

１日 ２日  

心のアンケート 
安全点検日 

 
 

３日 ４日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日  

 
歯みがき大会 
教育相談 

全校朝会 
教育相談 

国際交流員来校 
地域懇談会 
教育相談 

読み聞かせ 
（４～６年） 
クラブ 

なわとび検定  

 

１０日 １１日 １２日 １３日 １４日 １５日 １６日  

 
スクールカウンセラー
来校 

１・２年学区探検 国際交流員来校 
読み聞かせ 
（２～５年） 
クラブ 

浪打中壮行会 
（６年） 

 
 

１７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日  

 体力テスト週間 
漢字計算チャレンジ特訓 

児童集会 
（放送委員会） 

漢字計算チャレンジ特訓 
国際交流員来校 
１・２年学区探検 

漢字計算チャレンジ特訓 
委員会 

学区巡回  

 

２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日 

 
漢字計算チャレンジ特訓 

引落日 
児童集会 

（体育デー壮行式） 

漢字計算チャレンジ特訓 
国際交流員来校 
水泳教室（午後） 

漢字計算チャレンジ特訓 
クラブ 

体育デー 
（５・６年） 
安全点検日 

 

 

読み書かせ始まる 
５月１７日、図書ボランテ

ィアさんにより１回目の読み
聞かせがありました。今回
は１年生を７人に５つの絵
本や詩等を読み聞かせて
くれました。今年度は、１４
回の読み聞かせを計画し
ています。 

シリーズ学校が変わる① 「考え、議論する道徳 ～『特別の教科 道徳』始まる～」 

 今年度から学校教育が変わります。学校で学習する内容等を定めた新しい学習指導要領が平成３２年度か
ら全面実施されることに伴い、平成３０年度から移行期間に入ります。また、平成３０年度からスタートす
ることが決まっていた「特別の教科 道徳」が、いよいよ始まりました。これから、３回にわたり学校養育
がどのように変わっていくのか紹介します。 
今回は、「特別の教科 道徳」について紹介します。これまで、道徳は、「教科」ではなく、特別活動など

と同じように「領域」に位置付けられ、「道徳の時間」と呼ばれていました。これに対して文科省は、道徳を
「特別の教科 道徳」として教科化しました。では、なぜ、「教科」ではなく「特別の教科」なのでしょうか。
通常の教科には、教科書、数値による成績評価、教科に対応した教員免許が必要となります。しかし、道徳
では、成績評価や独自の教員免許はなじまないとされ、検定教科 
書だけが用いられることになりました。だから通常の教科とは異なる「特 
別の教科」というわけです。 
そうなると、「以前の道徳の時間と、あまり実質的に変わらないのでは」 

と思う人も多いでしょう。しかし、注目されるのは、教科となる道徳が、 
「考え、議論する道徳」を目指していることです。これまでの道徳は、主 
人公の気持ちを考えようなどという「読み物道徳」の面が強かったという 
反省から、問題解決的学習や体験的学習を取り入れ指導方法を改革するこ 
とが掲げられています。莨町小学校でも、「特別の教科 道徳」の実施に向  第１回参観日 

け、そのような視点で、授業等の見直しに取り組んでいきます。        ６年生の道徳の様子から 

 
平成３０年度莨町小学校ＰＴＡ役員 
 ４月２５日、ＰＴＡ及び教育振興会の総会
が開催され新役員が決まりました。齊藤会
長は振興会の会長も兼任します。 
 ＰＴＡは、１３日に花壇整備を行いました。 

会 長 齊藤 渉（３年白琉） 
副会長 小枝花奈（６年芽生） 

早海晶子（１年亘、４年光） 
髙杉充恵（３年咲愛、６年仰基） 
小野智子（２年陸、４年凛） 
齊藤千晶（３年白琉） 

かわいい子には 
５月１０、１１日の２日

間、５年生は梵珠少年自
然の家へ宿泊学習に出か
けました。家を離れ、友だ
ち同士で過ごす初めての
体験。様々な自然体験や
共同生活で一回り大きく
成長したことでしょう。 

ちゃんとみがけているかな 
４月２６日の歯科検診では、

検診だけでなく、歯みがき指
導をしました。歯医者さんのお
話しの後、歯科助手さんが一
人一人に丁寧に教えてくれま
した。子どもたちは、家で続け
ていますか。歯は、一生の友
だちです。 

ありがとう 田中先生 
４月２７日、田中雅子

先生の離任式を行いま
した。田中先生は、佐々
木泰子先生の代わりに４
月１ヶ月だけお世話にな
りました。 
 本当にありがとうござい
ました。 

なかよくしようね 1 年生 
５月２日、児童会が企

画した１年生を迎える会
がありました。 
各学年が１年生のため

にゲームやプレゼントを用
意し楽しいひとときを過ご
しました。 

右よし 左よし 
４月２３日、市役所や安全協

会、堤交番等の協力のもと、
交通安全教室を行いました。 
低学年は、グランドで練習した
後、実際に学校の周りを歩き
ました。また、高学年は、自転
車の乗り方を確認しました。 


